セクションD　東アジアオーストラリア地域フライウェイの渡り性シギ・チドリ類

　　　保全行動計画(2001-2005)

１ 背景

 東アジアオーストラリア地域の渡り経路には、65を超えるシギ・チドリの個体群があり、総計では最低でも4００万羽を超える。これらは、特に保全の必要がある11の種を含んでいる。

  国際的な協力の必要性が認識されたことにより、渡り性水鳥保全戦略(1996‐2000)及びそれと関連してシギ・チドリ行動計画（1998‐2000）が策定された。第Ⅰ期のシギ・チドリ行動計画は、東アジア・オーストラリア地域重要生息地ネットワークの構築について焦点をあてたものであった。このネットワークは現在9カ国26湿地にまたがっている。また、行動計画の実施は、豪州環境省の資金支援により国際湿地保全連合が雇用したシギ・チドリフライウェイ担当官（ダグ・ワトキンス･ＷＩオセアニア支部）が調整の任にあたっている。

また、２つの国際的な諮問機関（アジア太平洋渡り性水鳥保全委員会及びシギ・チドリワーキンググループ）が戦略の実施を統括する。

· 期間：2001‐2005年

· 目的：国際的に重要な渡り性シギ・チドリ類の生息地の適切な管理のネットワーク構築を通じ、アジア太平洋地域におけるシギ・チドリ類の長期的保全を達成すること。

２  優先的活動

2‐1  東アジアオーストラリア地域シギ・チドリ類重要生息地ネットワークの発展
  東アジアオーストラリア地域渡り経路は250を超える国際的に重要なシギ・チドリ類生息地を有する。2000年末の時点で、ネットワークはこれらの生息地の10％を含む。

 行動計画の目的は、ネットワークがこれらの国際的重要生息地の最低でも40％を含むよう発展させることである。つまり、2005年までに100箇所の湿地の参加を得ることが目標となる。また、ネットワークが渡り経路の総ての国を含むよう拡大される。

行動1    新たに74箇所の湿地をネットワークに追加すること

          (ＦＬＯ，生息地管理者、政府、シギ・チドリワーキンググループ)

行動２    総ての国々から少なくとも1箇所の湿地がネットワークに参加すること

          なお、未参加国はモンゴル,マレーシア、シンガポール,ミャンマー、北朝鮮である。（ＦＬＯ，政府、ＮＧＯ）

行動3    ネットワーク発展のための適切な計画及び資金の確保

          （国際湿地保全連合、シギ・チドリワーキンググループ、ＦＬＯ，ＮＧＯ）

2‐2  生息地における適切な管理 

  行動計画において、生息地における適切な管理（ラムサール条約上の「湿地の賢明な利用」）は最も高い優先度を有する。また、これは、生息地管理の技術向上及び普及啓発によって達成される。

行動４  モニタリング、湿地管理、管理計画、普及啓発及び教育プログラム及びプロジェクト管理の研修に、生息地の管理者が参加する機会を提供すること。

       （ＦＬＯ，生息地の管理者、政府、ＮＧＯ）

行動５  地域社会のための普及啓発及び教育活動に関するプログラムや教材を生息地管理者に提供すること

        （ＦＬＯ、生息地管理者、ＮＧＯ）

行動６  新たなネットワーク参加湿地について、管理組織、政府及び地域社会の参加による登録証授与式を実施すること

        （生息地管理者、ＦＬＯ，ＮＧＯ）

行動7  ネットワーク参加湿地のための管理計画策定を推進すること。

        （ＦＬＯ，政府、ＮＧＯ，生息地管理者）

行動8  重要な地域（黄海等）におけるシギ・チドリ類保全の必要性を述べる特別なプログラムを策定すること。

（ＦＬＯ，政府、ＮＧＯ，生息地）

行動９  「渡り経路(フライウェイ)管理アプローチ」プロジェクトのモデルを実施すること。

       これは、相当程度のネットワーク参加湿地が重要な生息地として機能している種について行われるものであり、湿地管理者に対する一連の研修を含む

        （ＦＬＯ，政府、ＮＧＯ，生息地管理者）

行動10  生息地管理者、研究者及びＮＧＯ間の情報交換を推進すること。これは、既存の刊行物、ニュースレター、電子メール及びウェブサイト等の利用による。

         （ＮＧＯ，生息地管理者、ＦＬＯ）

2‐3  渡り性シギ・チドリ類に関する基礎的知見の拡充

行動11  シギ・チドリ類個体群のモニタリングのための確実な方法の実行を支援し、また優先度の高い国における実施プロジェクトを計画すること

         （ＮＧＯ，生息地管理者、政府、ＦＬＯ）

行動12  国際的に重要な湿地を特定するためのプロジェクトを計画･実施すること。特に、以下について実施するものとする。

          ・特に知見の少ない中国、北朝鮮、ミャンマー、バングラデシュ及びパプアニューギニア

・ヘラシギ及びカラフトオオアシシギ等、絶滅のおそれのある種

（ＮＧＯ，政府、ＦＬＯ） 

行動13  特にカラーフラッグの利用に焦点をあてつつ、シギ・チドリ類の渡りに関する既存のプロジェクトを支援するとともに、新たなプロジェクトを開始すること。また、特にフラッグのつけられた鳥の報告について、地域社会の関与を最大限にすることを求める。

        （ＮＧＯ，政府、ＦＬＯ）

行動14  渡り経路におけるシギ・チドリ類個体数を照合するためのデータベースを構築すること。また、シギ・チドリ類の現状と国際的に重要な生息地について取りまとめて公表する。

        （ＮＧＯ，ＦＬＯ）

３. 行動計画の実施

既存の期間やその活動を最大限に活かすためにこの｢行動計画｣が策定された。成功の鍵は、政府・行政機関、生息地管理主体、NGOが協力して行動することにある。

3-1　担当官及び担当機関

シギ・チドリ類フライウェイオフィサー

フライウェイオフィサーは、行動計画の実施における調整を行うとともにネットワークの

発展、管理計画の推進及びシギ・チドリ類の調査に関する支援を行う。

国家機関

国家機関は、国家レベルでのネットワークへの参加申請を行う。また、サイトの適切な管

理やシギ・チドリ類の調査のための資金調達を担当する。

参加主体

参加主体は、重要生息地の日々の管理を担当する。このため、参加主体には、研修の機会、

最新の知見や適切な生息地管理のための資金を入手することが必要とされる。

ＮＧＯ

ロシア、日本、豪州そしてニュージーランドにおいては、国家又は地域レベルにおけるシ

ギ・チドリ類の専門家グループが設置されている。、また、地域におけるシギ・チドリの保

全には、国際湿地保全連合、ﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ及び世界自然保護基金などが関与している。

国内ＮＧＯも、自然保護、鳥類また湿地保全において重要な役割を占めている。このよう

な機関は、モニタリング、調査、普及啓発、情報交換などの活動において主要な役割を果

たしている。行動計画の実施においては、こうした活動に関わる全ての機関が充分に参加

するように招かれている。

3-2　評価と協議の機構

シギ・チドリ類ワーキンググループ

ワーキンググループは、東アジア・オーストラリア地域における政府又は非政府機関より

抽出された８人のメンバーにより構成され、行動計画を策定、その結果の評価を行う。ま

た資金の特定、確保、フライウェイオフィサーの年次計画を評価し、助言と支援を提供す

る。さらに、行動計画を推進し、関連する活動との連携を確立する。ワーキンググループ

は、少なくとも年に一度の会合を開催し、ＭＷＣＣへ報告を行う。

アジア太平洋地域渡り水鳥保全委員会

政府、ラムサール事務局、ボン条約事務局、開発支援機関などの国際ＮＧＯの代表から選

出された１２人以下のメンバーから構築される。戦略の実施を監督し、ワーキンググルー

プからの報告を受け、ＷＩＡＰへの報告を行う。

3-3　主要な地域及び世界的なイニシアティブとの連携

この行動計画は戦略の一部であり、ラムサール条約の戦略計画や渡り鳥保全のための二国

間協定のような数々のイニシアティブと連携する。

４　資金予定（予算）

　この行動計画は、2001－2005年の活動の目標プログラムを概説したものである。以下の資金予定は、関連の優先される活動について強調し、さらに資金調達の活動を促すために作成された。

　東アジアオーストラリア渡り経路（フライウェイ）においては、行動計画の実施のために約200万米ドルの経費が予想されている。そのうち約１５％はネットワークの発展のために、６０％は参加湿地の支援、そして２５％はシギ・チドリ類に関する基礎的知見の充実のために使用される。また、主要な支出の目的は、ネットワーク参加湿地におけるスタッフの研修である。（全予算の２５％）

　国際湿地保全連合アジア太平洋支部は、資金調達の全体を統括、調整する役割を担う。また、行動計画の実施を成功させるため、各国政府機関、開発支援団体、NGO及び湿地管理者と協同して取り組むことが期待されている。

予算の概要（米ドル）

　　ネットワークの構築

　　　　１　新たな湿地のネットワーク加入促進　　　　　１４０，０００

　　　　２　新たな国の関与　　　　　　　　　　　　　　　２０，０００　　

　　　　３　プログラムの見直し、発展及び資金支援　　　１２０，０００

　　ネットワークの支援

　　　　４　研修活動　　　　　　　　　　　　　　　　　５００，０００

　　　　５　普及啓発教材及び活動　　　　　　　　　　　１４０，０００

　　　　６　参加証書授与式　　　　　　　　　　　　　　　８５，０００

　　　　７　管理計画　　　　　　　　　　　　　　　　　１４０，０００

　　　　８　フライウェイにおける重要地域　　　　　　　１１０，０００

　　　　９　「フライウェイ管理アプローチ」　　　　　　１１０，０００

10 交流促進　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５，０００

　　シギ・チドリ類情報収集の推進

11 個体群モニタリング　　　　　　　　　　　　１１０，０００

12 国際的に重要な生息地の特定　　　　　　　　１７０，０００

13 渡りに関する研究プロジェクト　　　　　　　　８５，０００

14 種・生息地の現況に関する概括プロジェクト　１１０，０００

　　

　　　　　　　　　　　合　　計（5年間）　　　　　　１，９７５，０００　
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